
Title 代理行為の要件を評す（承前）
Sub Title
Author 神戸, 寅次郎

Publisher 三田学会
Publication year 1909

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.1, No.4 (1909. 5) ,p.467(57)- 481(71) 
JaLC DOI
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19090501-

0057

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


利
潤
分
問
制
度
一
論
ハ
縦

Y

日
山
一
反
た
る
を
見
れ
ず
。
従
て
該
主
義
者
の
反
郵
政
之
を
見
る

v 問

ノ、
←h 
ノ、

〉
を
符

wo
る
可
し
と
雌
も
、
資
本
労

一
働
の
調
和
に
し
℃
図
滑
に
行
は
れ
ん
が
該
主
義
の
質
際
に
底
く
侍
檎
す
可
き
僚
地
は
袋
、
た
多

に
溺
し
、
一
位
命
日
政
策
上
の 斯

る

遡

尚

よ

ち

し

て

寄

人

は

誠

心

誠

意

枇

合

の

卒

和

に

忠

な

る

企

業

家

一
手
段
ー
し
し
℃
斯
制
の
賓
試
を
奨
h
u

る
も
の
な
よ
り
。

く
存
せ
去
る
可
し
。

-
瓜
幾
〈
は
一
枇
命
日

一
問
題
解
決
の
嶋
一
関
鍵
た
る
を
符
》
る
も
少
な
く
1

乙
も
英
二
本
・

4

段
た
る
を
符
ん
。

.句'，!‘ぜ'

に一-一一… A 今今ん

←- - _，，--ー←ー一一一一

.，、膏"

:_.J..:..~ ¥ 
・写耳 も J;'--""弘，.

~. .! 
些一

F 

岳瞳g出

代

理

行

矯

の

要
件
、
常
一
詐
す

〈
承
前
)

h
u
"
-

品川
V

戸

t土』・

主~

ラた

耳目

会

は

是

れ

よ

ら

縫

ん

で

櫛

逸

民

法

代

謝

す

る

、

笈

な

る

二

三

の

事

者

の

解

粋

に

付

い

℃

論

評

を

試
み
ん
よ
」
欲
ず
蓋
し
乙
れ
之
に
依
λ
y

℃

一

方

に

於

℃

は

濁

逸

民

法

の

怠

義

を

明

確

代

し

筒

つ

℃

他

の

一

方

に

於

℃

我

民

法

々

規

の

意

義

を

探

究

す

る

に

つ

き

重

要

な

る

資

料

を

得

べ

し

と

思
惟
す
る
所
以
に
外
な
ら
ず
。

制

御

逸

民

法

第

百

六

十

六

僚

に

日

く

意

思

表

示

の

法

律

上

の

殺

カ

が

意

思

の

欠

銚

又

は

或

事

情

を

知

b
た
る
事
も
し
く
は
之
を
知
、
b
w
o
る
べ
が
、
b
w
d
る

事

に

凶

b
℃

影

響

を

受

く

べ

き

場

合

、

に

於

℃

は

共

事

資

の

有

無

は

本

人

に

よ

ら

ず

代

理

人

を

標

準

と

し

℃

之

を

定

ひ

。

5'{ 

代
理
機
が
(
任
意
上
の
代
理
機
)
法
律
行
錯
に
凶

b
℃
授
興
一
せ
ら
れ
允
る
場
合
に
於
℃
代
理
人
が

代
理
機
授
耐
持
者
の
一
定
の
お
闘
に
従
ぴ
て
英
行
線
を
な
し
た
る
時
は
代
理
機
授
耐
持
者
は
尖
自

ら

知

b
た
る
事
情
に
つ

S
代
理
人
の
不
知
を
援
用
す
る
乙
と
を
得
ず
、
知
ら
診
る
可
、
b
w
d
る
事

が

知

る

と

同

一

の

取

扱

を

受

く

べ

b
d

場
合
に
み
の
よ
タ
て
は
代
理
機
授
輿
者
、
が
知
ら
な
る
べ
か
ら

t

伐

訓

告

行

銭

の

要

件

た

評

す

凶
六
七

、. 

J 

‘ 



代
、
現
行

mN
の
要
げ
件

ル
・
絡
す

58 

w
o
b
し

事

情

に

付

注

℃

も

亦

同

b
o

本
僚
を
解
側
押
す
る
に

凶
ム
ハ
入

つ
込
ピ
余

の
知
る
蕗
を
以
℃
す
れ
ば
制
御
池
事
者

の
見
地
、
側
々
に
分
・
岐
し

i

足
せ

wd
る
'
も
の

如

し

先

づ

ク

ロ

メ

!

の

所

設

を

〉

設
す
る

の

章

下

に

於

℃

代

理

人

が

車

制

仰

に

℃

行

錯

を

を

本

人

の

行

錦

之

見

倣

す

も

の

な

b
と
一
五

る

見

解

.A... 

る

家

長

う
い

kwm虫
と

附

問

ト

9
A
b

/
V
'
A
B
γ
T
r
一
F
M首
相

N

u

u

v

d

訟

の

そ

れ

に

依

挨

'p 

る

代

理

聞

係

に

組

合

せ

ず

之

な

し

加

之

代

表

主

義

に

の

直

接

放

カ

を

説

明

せ

ん

と

す

る

も

の

は

感

想

上

接

見

る

に

同

氏

は

代

迎

関

係

の

性

質

を

叙

議
す

z
b
E
3
7
3
ま
長
廿
r

D

h
ほ

と

現

b
之

m
h
F

斗

qJ
屯

e
L
4
J
J
λ
A
1
4
A
l
t
o
4
よ
午
刀
v-

寸
ノ

t
1

・d
れ

を

排

涼

し

此

見

解

は

奴

隷

及

家

子

に

依

す

る

も

の

に

し

℃

樹

海

に

於

て

後

述

せ

属
す
る

問
時
十
説
中
擬
制
の
カ
を
以
て
代
理

だ

不

完

全

な

る

も

の

な

b
I乙
訴
し
最
後

v、
邑八、

r
も

倫

ほ

代

混

入

は

に

代

混

入

が

主

と

し

て

業

自

己

間

有

の

意

思

を

表

示

す

る

場

合

と

多

く

は

本

人

の

附

興

せ

る

お

闘

に

従

ひ

て

行

潟

を

潟

中

此

拐

闘

に

悲

悶

す

J

げ

n
w
t
T
h
f』

4
り
‘
-

J

ご
み
首
ゐ
l
H
m防
?
し

℃

は

代

理

人

は

に

し

℃

機

関

た

る

に

過

ぎ

ず

と

論

b
殊

に

本

人

が

任

へ

た

る

場

合

乞

特

記

し

て
左
の

如

〈

臼
." 

凶)円。
m0
・

Z
山
ハ山。吋

mmO4門
戸
日
日
開
。
門
広
口
∞
窓
口
J10ユ
史
浜
口
口
供
げ
O∞一
Oロ〈山
O円
∞
げ

mp口一防的。ロ

J1AW吋仲一円。内
mwHmMロハ凶

吋
同

o
y比
例
。

向。
ω
4
0円戸山
omoロ
向
。
ロ

]
同

d
w
円
守

HVMO

九
百
一
部
g
g
m

す

も

の

な

る

が

故

に

法

枠

行

銭

の

内

容

狛
本
質
上
箆
-
K
他

人

の

意

思

の

特

設

者

意

に

代

理

格

を

授

典

し

且

つ

お

闘

を

典

]〔ロ向山け河口

-wtcロ
ωロハ山内向山

収。
mOげ
似
ロ
ωrAW円
H口

mw口
〈
問
。
ロ

dFpw吋げ
P一
戸
片
岡

MMmmom

d
o
u
 
仰円
Uω
位
。
円
刷
。
ω
o
c
g
u
m
-

り
…
。

g
d司
氏
活
ロ
m阿
佐
け

5
5
8
m
o♂
ぴ
mwHハ}
d

ぐ
GH件。吋・

-『印、

g
r
m
H
M口
仏
M
M
g
v
ω
}
V
O
N
E
-宮
町
ロ
ロ
mw
句
。
3
0
Hず
Oロ
Cl.1 

(t 

d 

寸
<t> 
何
「守、

炉t
(!> 

t5T 
Fづ

8
4ぐ
ぬ
口
一
問
、
切
な

o
-
gロ
目
白
吋

〈山山

O
A
W…問。ロ
o
閉
口
け
印
ozumω
ロロ

q
m
o〕P
的
m
g
m
o
u
w

N
U

向

U

九一
mwωω

印。{口。

∞け
0
ロ
ロ
ロ

mw

a
-

HHHβHO 

0..， 
g 

g
o
o
g口
広
ο
y
oロ
肘
吋
W
5
5口問∞

4
0吋
WNodmwω
凶
ゲ

OHMWOV4ぃ・

切
O
お
ロ

民ロ〈凶

ロ円

o
r
山口
μ
自
白
目
。
ぃ
o
r
p
N戸
田
伊
m
g
u
Cぴ

弘
一
丸
山
寸
ぬ
円
廿
一
円
ぬ
け
口
口
問
v

ロ
ヴ
O
同日

5HH匂
け

J
d吋
円
円
。
ぬ
け
・
(
の
Hogou
∞
万
件
。
g

り
g
u
s
g
oげ
OHHMW門
戸
話
。
ュ
…

o
r
oロ

郎

ち

ク

ー

は

代

理

関

係

の

性

質

に

闘

し

℃

新

ロ

ー
〆
メ

∞o百
円
。
訟
に
o
v

嵐
広
何
回
o
g
r
Z
E
2
0戸
内

.
M
g
g
v
。。ロ
ο吋ぬけ。

d
 

ロロ
Q

ぴ日

cmmoω

出。
r'-
(t) 

ロ
t ぐ。

吋
ロd

~: ，__.・
c:-t-
口

、訟

惨向d

.・-'
jM. 

0 ，，_..， ...， 
「←

mwHロ

(開。
o
r
g・

]
〔
・

m
-
A
F
ω
ω
)

の

如

き

説

明

を

な

し

次

代

代

迎

に

か

け

'̂-

J吋
MHω

MHロ
ハ
目
。
円
一
誌
に
m

る

法

待

行

潟

の

殺

力

を

論

過

す

る

に

鴬

ι
リ
業

制
に
友
の
一
如
く
臼

ら

〕
山
，

H
p
m

可。
，.、

〈凶器

4
U
M
V
m一
伊
川
口
。
ロ
吋
o
o
r
t
m
g
o
r仙一日
o
r
o口

同
g
念日
H
H
ω
8
8
a
H
M
m
m
丘一
R

8

覧

会
o
m
g
o山口

ゲ如、ロ向。
HHH
仏
命
的
印
。
一
円

HHO吋

吋
2
m
oロ

Nロ
ゲ
O口一円けげの門戸。ロ

九
戸
出
向
。
門
的
口
口
一
3
r
g
0
4
0
Hけ
に
ωMHHMOV
印。円

。
戸
吋

o
r
∞凶
UmwNrHH山
問
山
吋
ロ
ロ
的

〈凶
O
吋

J
q
o〕

}gmFOVゲ

門戸。口

c
g
o
r町民
5
4江
戸
。
ロ
ロ
H
K
m
o
Z日
仏
丘
叩
HMHけ・

mhMor
白山
φ

可
0
5
0ロ
〈
山
市
ω
ぐ
φ
円
常
兵
8
0ロ
山
口

M
w
a
g
o
z
-

ω
0
5
0げ
自
己
g

N
日
ロ
似
O
Uけ
〈
U
H
ぐ
白
け
門
2
2
4
A一
弘
出
吋

∞
円
円
台
。
ロ

u

u

v

h

 

島
知

ω印
。
山
口
。 J10吋

常
2
8
0
山
g
w
g
w
Z窓
口
匂
丘
一
♂
山
口

ωぴ
8
0ロ
ハ
ゲ
円
。

〕ハロ〈山内の
mO吋

同日ロ
ω
M
G
Z
W
0
8
5け

門
戸
口
弘
o
r
司
wwmwgmww
守
口
O
V
沙
門
8
0
ロ
ぬ
由
民
一

mAW)

59 

JJ河
口
広
ロ
加
。
吋
E
m
p
g
u
q
Nロ

m
gロハ
M
W
o
g
Bけ・

円

u

〉
ロ
ω
m
o
u
o
H
旬
。
同
町

O
P
Uけ
Nロ
ゲ
Oロ
立
v
o…
~oHHMOσ
当
山
口
oロ
ω日

h
F

ロ
mAWM

(m・
o・
m
m

伐
迎
行
・
潟
ー
の
t

英
一
件
い
ら
評
‘
す

剖
六
九

骨

‘間盟「マ>--，，，.!内

り円。



，J 、

伐

組

行

然

、

の

要

件

た

詳

す

四
七
O

60 

φ
日
ゲ
円
切

φ
辛
口
口
九
日
ゲ
包
寸

O円け吋
w
m
g
凶
げ
ぬ
吋

}Mg匂け

Aq山
口
。
口
急
ゲ

o
g
g在
日
目
出
口
口
問
仏

3
M
M
S
Z
F
o
寸

O吋目的
om--

krwげ
ロ
ロ

o
V
J
1
2げ
乱
件
。
∞
∞
円
。

}MM
巧
O
M
w
g
向
0・B

4
…訟

8

0
含
吋
一
周
一

o
v
t
E
g
g
(阿
g
口
出
口

)
o
v
s
d
B浮
き
向
。

ω
同
h
o
r
s伊円
m
g

t 
t:;' 
N 
ロ
炉... 

(t) 
1-'・
c+ 
(i) 

ロ
[/) 
)-00_.... 

口
白

凶

mmovmp仏
丘
氏
。
ど
払

]
q
o
g
o
V
仏門

ogmvHmv
出向巾

ω
仏
g
図
。
ロ
ロ
・

N
U
 

M
5
2
3
4ぐ
O広
向
。

H
C
g
o
g向
島
0
3

八
日

g
s
m
o
g
p
u
d広
QO百円
Q
o
p
u
.

日

f

N

U

N

u

h

v

 

ハ問。

g
寸

RCmwけ
ぬ
吋
寸
O
ロ
g
p
o
yけ
ロ
ロ
〈
ご
話
回
比

g
g
z

者
o
u
g
m
oロ
浅
門
司
白
山
口
出

g
念
日
ロ

m州

o
m
o
gロ
E
F
M
ハC
5
5酔

2
0
V
〈凶

2
・4
山
口
。
ロ
ロ
仏

O
S
当日印

g
u
向
。
∞
寸
向
け
円
。
芯
ロ

8

2

国ぬけ

g
o
r仲・・

民
的
，
w
gロ
∞
一
会

ハ
凶

MVVS
山
口
剖

OMO}MOB
吋
色

Tω
円山

2
ぐ
AW吋け円
$
8
0
2円
り
。
口
い

0口一
mmp
の
ぬ
∞

Oげ川町沖白山口
}gFVMH戸
内
君
。

Hoyoロ
丸

or

山
内
山
門
出

門川口
.
W
0
3
ロ
仲
口
一
宮

八
日

2

〈凶…凸

W
3
0己
目

m
o
z
w
gロ
m巾例。
σω
ロ
g
J
1⑦吋
r
pば
g
m
ω
g
g沼
命
的
。
〕
ロ
ゲ
何
回
一

oro♂
氏
。

z

g
内
命
。

寸

S
H吋
OHAW吋
ω
σ
O吋口同ゲロ
u
u
o向。吋
HH
山
vgmO}}Oω
け
必

OH
司

hH75~wubyJ10円}戸開日付

σ
o
w
gロけ

44・P
吋

OA目
。
吋
ゲ

owmw口
口
け
∞

OMロ
日
ロ

mw件
。
.

。 りー ~，・一円…<:'...，_ 
t 、

一一一ょ三一ι 一 一一ー 一ー
-，_一一 一一一

一一ー一一ームー ーー ー，ー

kvoyロロ
oゴ
oω

g
g
ω
4
cロ

J
J
1

日目

r
g
g
mドロ肉
O
V
仏
om
寸

2
待
。
件
。

u
g
m
o
]件
。
♂

8
4
4
0
X
2
念

日

MWOJ10ロ
白
川
小
岳
民

m
gロ
ゲ
虫
色
白
百
件
。

一
〔
ロ
∞
け
一
門
口
町
民
。
口
。
ロ
ぬ
吋
什

yo…{け
0
・

倫

ほ

此

の

最

後

の

句

の

備

考
1
乙

し

℃

左

の

如

く

日

"""-. 

仰
戸
。
。

mwゲ
m・
ω
m〕V
一氏。
γけ
N4司
MW吋
ロ
円

OMMけ
Jqoロ
司
一
日
目
。
口
白
白
川
肝
ロ
拘

AU日
HMU
向。

ov
沙
}
悦
酔

ハ凶円。

m
n
u
ω

俗、同一向。

5
0山口。ロ

の
吋
口
口
仏
切
符

N
g

戸一-~;・

(oggou
，
p
p
o‘
切
、
品
。
吋
I
a
・-怠∞・)

-';'可:;-"，¥:..";_、、" 戸、

燥
を
避
け
℃
同
氏

の

全

文

を

掲

載

す

る

乙
と
を
な
京
、
ず
阜
、
代
英
妥
結
を
摘
記
せ
る
に

す
ぎ
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れ
V
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知
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郎

ち

乙

れ

に

よ

る

時

は

任

意

代

理
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場

合

一

代

於

℃

全

然

本

人

の

お

岡

無

言

時

は

代

理

行

魚

の

有

殺

無

殺

乞

決

す

る

に

付

き

影

響

を

及

ぼ

す

べ

当

事

費

印

ち

獅

泌

氏

訟

に

所

誠

意

思

の

欠

快

又

は

或

事

情

の

知

若

し

く

は

渇

失

不

知

が

果

じ

℃

存

在

せ

し

ゃ

否

や

は

凡

℃

之

を

代

迎

人

に

付

い

℃

定
h
u

る

も

の
な
る

が

飲

代

品

場

合

に

は

本

人

に

意

思

の

欠

依

又

は

或

事

情

の

知

者

し

く

は

過

失

不

知

わ

る

も

是

れ

代

理

行

局

に

は

決

し

℃

庇

接

に

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

に

わ
ら
ず

と

な

せ

b
然

れ

E
も

本

人

が

代

理

機

な

授

奥

す

る

の

外

に

更

に

指

図

乞

典

へ

、，F
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ヴ
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刊
号

A
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に
お

b
代
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人
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其
お
悶
に
従

ぴ

て

行

局

を

な

し

た

る

時

は

代

理

行

潟

の

内

容

中

英

指

闘

に

基

悶

せ

る

部

分

に

付

b
d

℃

は

代

理

人

の

意

思
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欠

侠

又
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知
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し
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過

失

不

知

が

直

接

〉
丸
い
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則
市
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γ
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vm

行
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に

影

響

を

来

ず

は

勿

論

な

れ
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も
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場

合

に

於

℃

は

英
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に

本

人

白

身
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知

者

し

く
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を
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郎

ち

之

に

依

る

時

は

人
が
他
人

に

鈎

し

任

意

に

代

理

継

を

授

典

し

且

〉
、
一
丁
市
屯
玩
"
ー
ロ
ー

/
，

λ
4
m
b
p
o応
る
亦

の
た
め

に

特

に

委

任

を

な

し

も

し

く

は

お

闘

を

輿

~ 

7と
る

場

合

に

於

℃

は

之

に

よ

b
℃

潟

3
れ

た

る

ーを

-rじ

行

然

は

共

同

行

潟

と

な

る

も

の

な

b
故
に
戒
一
事
情

の
知
も
し
く
は
過
失
不
知
、
が
其
行
潟
に
影

響

を

波

及

す

ぺ

ち
」
場
令
に
わ
A
Y

℃
は

廿
火
事
賢
の
有

無

は

本

人

弁

に

代

理

人

代

付

℃

之

を
定

hu

べ

き

も

の

と

な

せ

ム
リ
而
し
て
意
思
欠

侠
が
業
一
戸
川
潟

に

影

響

を

及

ぼ

す

べ

3
場

合

に

於

℃

は

其

. 
‘号‘

事

震

の

有

無

は

全

然

之

を

代

理

人

に

付
て
定
一
h
u

ぺ
先
ど

か

或

は

本

人

に

付

℃

定

h
u

ぺ

3
か

は

特

ー"'1

に

説

明

を

加

へ
ず
と
い

へ

E
も

意

思

欠
仙
慌
の
場
合

中
盤
・
に
錯
誤
の
場
合
L
Z
特

記

し

℃

此

場

合

に

は

其

錯

淡

の

関

す

る

事

項

に

し

て

本

人

の

奥

へ

た
る
指
闘
の
範
囲
内
に
騎
す
る
以
て
上
は
本
・

x 
八
‘
代
錯
誤
な

3
時
は
代
理
人
に
錯
誤
ゐ
る
古
菜
、
錯

誤

は

代

理

行

潟

に

伺

等

の

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

に

ゐ

ら

ず

止

な

す

も

の

な

hJ
放

に

代

迎

行

然

の

内

容

の

部

分

に

し

℃

本

人

の
興
ヘ

12 
る

写 l 、'

お
岡
の
純
閣
内
に
防
御
す

る

zadは
共

部

分

に

つ

い
て
は
本
人
は
鼠
・
溺
の
行
鴻
者
に
し
て
代
理

，< 

A 
(
は
般
に
意
邸

の
体
泡
者
、
た

る

に

過

ぎ

ず

と

潟

す

も

の

な

b
共

結

果

と

し

℃

此

部

分

に

つ

v、

て

本

人

に

鈴

税

あ

る

時

は

仮

令

代

理

人

に

錯

誤

無
念
」
時

le}
雄

も

其

鈴

税

は

代

理

行

翁

に

到

し

て
直
接
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
之
一
五
は

3
る
可

、
，
、
一

点
、

'
D
3
る
'
代
至
る
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等
雨
碩
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は

籾

逸
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第
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六
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解

将

と

し
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巣

じ
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共
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を
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た
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:ι
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潟
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を
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